
情報確認はできる限り、内線電話・携帯電話にて行う。

付き添いは、最小限の人員とする。

マスクや手袋の着用等、適切な防護対策を講じる。

※症状により、研修継続・退所等の判断をする。

　

対応する職員を確認。

体調不良者

指定の部屋で療養待機

対応職員の確認

交流の家との調整

保健所に連絡し指示を仰ぐ

飛騨保健所（0577-33-1111 内線309）

以降は、保健所・医療機関の指示に従って対応。

感染が疑われない者

医療機関より保健所に連絡

休養室又は

宿泊室利用

感染症（新型コロナウイルス）発生時対応フローチャート

（該当項目）
・３７．５度以上の発熱がある場合

・平熱比＋１度以上の発熱がある場合

・息苦しさ（呼吸困難）・強いだるさがある場合

・軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある場合

・その他体調が優れない場合

交流の家職員より、対応内容の説明を受ける。

（感染が疑われる場合は退所していただくことが前提となります。）

感染の疑いがある（受診が必要）との診断を受けた場合

緊急の場合 ：保健所より救急車要請

緊急でない場合：①可能な場合は保健所より「移送車」を配車

②団体の緊急車両又はタクシーを利用

患者は指示された医療機関にて

入院または療養

保健所より指示のあった医療機関受診

（PCR検査：※結果が出るまでには６時間程要する。）

検査結果が陽性の場合

医療機関受診

医師が検査の必要なしと判断

または、検査結果が陰性の場合

保健所より

交流の家に連絡

感染の疑いがあるとの診断を受けた場合は、

該当者の行動記録表（使用した研修室、宿泊室等）を、

交流の家に提出

交流の家職員へ
の報告

団体代表者は、検査結果を

交流の家に報告。
（０５７７）３１－１０１１
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